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1 検討の背景と目的 

 （１）検討の背景 

宇部市石炭記念館あり方検討委員会は、石炭記念館が開館から 50 年以上が経過し、

建物の老朽化なども含めてソフト面、ハード面ともに問題を抱えるなかで今後の石炭記念

館あり方とその方向性を検討するために設置された。 

 

 （2）検討のスケジュール 

回次 開催日 協議内容等 

第 1 回 令和 5 年 2 月 13 日（月） ●石炭記念館の視察 

●現状と問題点 

第 2 回 令和 5 年 3 月 29 日（水） ●課題の抽出 

 

第 3 回 令和 5 年 6 月 30 日（金） ●石炭記念館の意義と目的 

●石炭記念館の役割 

●今後の取組の方向性 

第 4 回 令和 5 年 8 月 21 日（月） ●提言書のとりまとめ 

 

 

2 施設の現状と課題 

（１）設置目的 

宇部市石炭記念館は、宇部市発展の基盤となった石炭がもたらした多大な恩恵に

感謝するとともに幾多の貴重な文献機材を整備し、その歩みを永く後世に伝えようと

地元政財界や多くの市民の寄付により 1969 年（昭和 44 年）11 月 1 日に“日本初

の石炭記念館”として建設された。 

 

（２）石炭記念館の現状 

 ① 施設概要 

所 在 地 宇部市 ときわ公園内（野中３丁目６） 

開館年月日 昭和 44 年（1969 年）11 月 1 日 

総 工 費 6,329 万円 

（地元政財界・市民等からの寄附 3,611 万円 

宇部市負担金 1,700 万円 山口県助成金 1,000 万円他） 

本 館 構 造 鉄筋コンクリート構造 

階 数 2 階 

面 積 927.84 ㎡（1 階/487.52 ㎡ 2 階/440.32 ㎡） 

展望櫓 構 造 鉄骨造 

高 さ 28.48ｍ 

面 積 14.49 ㎡（展望室） 

 ② 館内図 



 

 

 

  

展望台 

２階 

１階 

① 緑と花と彫刻のまち宇部 

② 姉妹都市ニューカッスル 紹介パネル 

宇部炭田と炭鉱(やま)の歌 紹介パネル 

③ 世界の炭田 

④ 炭鉱のようす 

坑道のしくみ 

⑤ 炭鉱を支えた機械 

⑥ モデル坑道 

⑦ 木造機帆船「天神丸」 

⑧ 太古の世界 

⑨ 宇部炭田の歴史と民俗 

⑩ 燃える石炭 

⑪ すまい 

⑫ 炭鉱を支えた道具たち 

⑬ いのちを守った道具たち 
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 ③ 入館者の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）石炭記念館の課題 

   石炭記念館の課題について、施設、展示・収蔵品、ソフト事業の 3 つの項目に分けて

以下の通り整理をした。 

① 施設（ハード面） 

■築 50 年以上が経過しており、老朽化が進んでいる。また耐震改修についても実施

されていないことから、建物の耐震補強等による長寿命化若しくは建て替えが必要

である。 

■現在は開放していない屋上スペースは、展望台を下から臨めるなど見晴らしの良い

場所であるが、現在は、関係者以外立入禁止であることから、屋上スペース活用の

検討が必要である。 

■場所がわかりづらく、園内外での案内看板も不足していることから、ときわ公園内

の誘導方法の見直しが必要である。 

また、園内の丘陵地のため坂道を登らなければならず高齢者等の来館が困難、公園

駐車場からも直接アクセスできず不便であることから、アクセス経路（園路）の改善

が必要である。 

 

② 展示・収蔵品 

■展示物が並べられているだけの状態であるため難解でわかりにくい。このため、Ｖ

Ｒ等の最新技術の投入等も取り入れた展示手法の見直しが必要である。 

   ■現在の石炭の現状や未来のエネルギー事情について述べた展示が少ないことから、

過去最高

S45年度

8.7万人

H2年度

4.2万人

初の本格改修実施 H29年度

4.3万人

0万人

1万人

2万人

3万人

4万人

5万人

6万人

7万人

8万人

9万人

10万人

S
44
S
45
S
46
S
47
S
48
S
49
S
50
S
51
S
52
S
53
S
54
S
55
S
56
S
57
S
58
S
59
S
60
S
61
S
62
S
63 H
1
H
2
H
3
H
4
H
5
H
6
H
7
H
8
H
9

H
10
H
11
H
12
H
13
H
14
H
15
H
16
H
17
H
18
H
19
H
20
H
21
H
22
H
23
H
24
H
25
H
26
H
27
H
28
H
29
H
30 R
1
R
2
R
3
R
4

開館～令和５年3月31日までの

累計入館者数

1,743,316人



 

 

炭鉱史だけでなく現在、未来のエネルギー等にまつわる展示も必要である。 

  ■展示構成はそれぞれが独立しており、つながりが乏しく一貫性がないことから、ス

トーリー性のある展示順路への見直しが必要である。 

   ■古い情報の映像資料や破損、故障している模型等、展示品が老朽化していることか

ら、展示品の更新が必要である。 

   ■展示室の一部に空調がないなど収蔵品にとって劣悪な環境にある。また、２４時間

警備などの措置も取られていない。また、屋外展示場の展示資料の経年劣化が著

しいことから、展示物、収蔵品を守る環境整備（保存環境、防火・防犯・防災対策）が

必要である。 

   ■展示キャプションやパネルは日本語表記のみであり、また、子どもなどには判りづ

らく、すべての人に配慮したものになっていないことから、音声ガイド等を取り入れ

た展示物の解説改善が必要である。 

■重要な資料を保存するためのスペースが無いことから、収蔵庫の確保が必要であ

る。 

 

③ ソフト事業 

■石炭記念館に関する広報活動や情報発信ができていないため、情報発信の手法や

内容の見直し等が必要である。 

■企画展やイベントが少なく、魅力ないことから、イベント参加者が少ない。このため、

ターゲットを見据えた企画の見直しが必要である。 

■学芸員などの歴史を伝える人材が不足していることから、歴史を後世に伝える人

材育成や教育普及を進めるための人材確保が必要である。  

   ■社会教育施設であるが、教育機関や図書館などとの連携が図れていないことから、

教育機関、市内及び他市町村の博物館、図書館等との連携強化が必要である。 

   ■学習スペースが無いことから、教育・学習のためのワークスペースの確保が必要で

ある。  



 

 

3 石炭記念館のあり方に関する提言 

（１）石炭記念館の意義・目的について 

石炭記念館は、「宇部市発展の礎となった石炭が当地にもたらした多大な恩恵に感

謝し、幾多の貴重な文献器材を整備して、その歩みを永く後世に伝える」ことを目的と

して開館し、以来、山口炭田（宇部炭田・大嶺炭田）に関連する炭鉱資料の収集や調査

研究を進め、展示内容の充実や山口炭田史の伝承に力を注いできた。 

しかしながら、1990 年代以降には、地球温暖化の問題により昨今、「カーボンニュ

ートラル」や「脱炭素社会」という言葉とともに、石炭に対して厳しい目が向けられて

いる。一方で、石炭産業がかつては基幹産業として日本の経済を支えていたことに加

えて、その掘削技術や保安技術などはトンネル建設工事や諸外国の炭鉱への技術移

転など、今なお様々なところで活躍し続けている。 

宇部市においても、石炭産業は経済・生活・文化等のあらゆる側面に影響を及ぼす

地域の存立基盤となり、その影響は石炭の採掘を終えた今日も引き継がれていると

ころである。 

このようなことから、石炭産業を過去のものとして捉えるだけでなく、石炭の現在

や未来への展望を伝えることが重要である。開館当初の目的である炭鉱の歴史を後

世へ伝えることを継承しつつ、炭鉱から生まれた技術がどのように現在に継承されて

いるのか、どう未来につながっていくのかを伝えることが必要である。さらには、石

炭産業の発展とともに醸成された宇部市の文化を伝えていく場として、石炭記念館

を活用していくことも必要である。 

また、近代化産業遺産群（九州北部・山口県の石炭産業）の宇部炭鉱関連遺産とし

て登録された所蔵品には、全国的に珍しい資料もあり、当時の竪坑櫓を利用した展望

台は全国にも類を見ない特徴的なものであることから、本市の貴重な観光資源とし

て積極的に活用していくべきである。加えて、これまで行ってきた資料収集・保管や教

育普及などといった社会教育活動を重視しながらバランスよく進めていくことが必要

である。 

以上のことから、石炭記念館の目的の達成のためには、今後の活用方法を考慮し、

役割や取り組みの方向性を示し課題を解決していくことが最優先であると考える。 

 

 

  



 

 

（２）石炭記念館の役割について 

石炭記念館の将来あるべき姿については、石炭産業の歩みを永く後世に伝えるた

めの博物館施設であるとともに、炭鉱によって生まれた文化や技術の伝承の拠点で

あるため、今後の活用の方向性を考慮し、以下の４つの役割を兼ね備えることが必要

であると提言する。 

 

 

  

宇部市発展のシンボル 

としての役割 
 

●石炭産業により発展してきた地

域の歴史を後世に伝える 
 

●東見初炭鉱で活躍した竪坑櫓を

活用した展望台はシンボル的な

存在となっている 

歴史や技術、文化について

学び、体験できる施設 

としての役割 
 

●歴史教育の拠点 
 

●過去、現在、未来のエネルギー、

科学技術に関する教育の拠点 
 

●宇部の海底炭鉱の坑内を再現

したモデル坑道を使い、採掘現

場の雰囲気が体験できる 

 

山口炭田（宇部・大嶺）の 

炭鉱の記録や記憶の集積

地としての役割 
 

●山口県内における石炭産業

やそれに関わる記憶や記録な

どの資料の収集、保存 

 

観光資源としての役割 
 

●竪坑櫓を展望台に活用した全国

的にも珍しい建造物という特徴

を持つ 
 

●展望台は常盤湖や市街地、空港、

周防灘などが望めるビュースポ

ット 
 

●炭鉱から始まり、現在へとつづく

宇部の産業の歴史を伝える拠点 



 

 

（3）今後の取り組みの方向性 

宇部市石炭記念館に掲げられた課題を解決するため、前述の役割を踏まえ、今後の

取り組む方向性について以下のとおり、とりまとめたので提言する。 

  

 

石炭記念館の価値創出 

 

石炭記念館の歴史的価値を再評価

し、文化財登録なども含め、新たな

歴史的価値を創出する。 

 

 

新たな展示空間の創出 

 

ストーリー性のある展示空間を創出

する。また様々な技術とのつながり

や未来のエネルギーについて学び、

体験できる場を創出する。 

 

情報発信による 

認知度向上 
 

貴重な収蔵品など石炭記念館の価

値をアピールし、認知度アップを目

指す。 

 

施設の長寿命化 

 

多様な利用者に対応できるよう施

設・設備の充実を図ると共に、今後

も持続可能な活動を展開できるよう

長寿命化を図る。 



 

 

終わりに 

 

委員長のことばテキスト入ります。委員長のことばテキスト入ります。委員長のことばテ

キスト入ります。委員長のことばテキスト入ります。委員長のことばテキスト入ります。委員

長のことばテキスト入ります。委員長のことばテキスト入ります。委員長のことばテキスト

入ります。委員長のことばテキスト入ります。委員長のことばテキスト入ります。委員長の

ことばテキスト入ります。委員長のことばテキスト入ります。 

委員長のことばテキスト入ります。委員長のことばテキスト入ります。委員長のことばテキ

スト入ります。委員長のことばテキスト入ります。委員長のことばテキスト入ります。委員長

のことばテキスト入ります。委員長のことばテキスト入ります。委員長のことばテキスト入

ります。委員長のことばテキスト入ります。委員長のことばテキスト入ります。委員長のこ 

委員長のことばテキスト入ります。委員長のことばテキスト入ります。委員長のことばテキ

スト入ります。委員長のことばテキスト入ります。委員長のことばテキスト入ります。委員長

のことばテキスト入ります。委員長のことばテキスト入ります。委員長のことばテキスト入

ります。委員長のことばテキスト入ります。委員長のことばテキスト入ります。委員長のこ

とばテキスト入ります。委員長のことばテキスト入ります。委員長のことばテキスト入りま

す。委員長のことばテキスト入ります。委員長のことばテキスト入ります。委員長のことば

テキスト入ります。委員長のことばテキスト入ります。委員長のことばテキスト入ります。委

員長のことばテキスト入ります。 

 

 

 

 

 

 

令和 5 年 9 月 

 

宇部市石炭記念館あり方検討委員会 

委員長 脇 和也 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

資 料 編 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇部市石炭記念館あり方検討委員会設置要綱 

 

（設置） 

第１条 宇部市発展の礎となった石炭産業の歴史を後世に伝えていく上で、今後の石炭



 

 

記念館のあり方について検討するため、宇部市石炭記念館あり方検討委員会（以下「委

員会」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 委員会は次に掲げる事項について所掌する。 

（１） 石炭記念館の評価及び今後のあり方の検討 

 （２）その他、宇部市石炭記念館のあり方に関し、必要と認められる事項 

（組織及び委員） 

第３条 委員会は、委員１５人以内の委員で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから、市長が委嘱する。 

（１） 学識経験者 

（２） 関係団体・民間企業から推薦を受けた者 

（３） 行政機関から推薦を受けた者 

（４） 一般公募 

３ 委員の任期は、委嘱の日から石炭記念館のあり方についての方針を決定したときま

でとする。 

（委員長及び副委員長） 

第４条 委員会に委員長及び副委員長を各１人置く。 

２ 委員長及び副委員長は、委員の互選によりこれを定める。 

３ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたときは、

その職務を代理する。 

（会議） 

第５条 委員会の会議（以下「会議」という。）は、委員長が招集し、会議の議長となる。 

２ 会議は、委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、委員長の決するとこ

ろによる。 

４ 委員長は、必要があると認めるときは、関係者に対し資料の提出を求め、会議に出

席させて意見を聞くことができる。 

（事務局） 

第６条 委員会の事務局は、宇部市観光スポーツ文化部ときわ公園課が担当する。 

（その他） 

第７条 この要綱で定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が委

員会に諮って別に定める。 

 

附 則 

 この要綱は、令和４年１２月２日から施行する。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

宇部市石炭記念館あり方検討委員会 委 員 名 簿 

選出分野 氏名 性別 備考 

学識経験者 

岡 松  道 雄 男 山口大学大学院創成科学研究科（教授） 

内 田  鉄 平 男 宇部フロンティア大学（特命教授） 

企業の代表者 

吉 武  善 幸 男 
ＵＢＥ株式会社（宇部渉外部渉外グループ 

グループリーダー 兼総務部秘書グループ） 

脇  和 也 男 株式会社 宇部日報社（取締役会長） 

団体の代表者 

古 谷  博 司 男 宇部商工会議所（副会頭） 

柳 田  英 治 男 
一般社団法人 

宇部観光コンベンション協会（会長） 

藤 永  徹 也 男 炭鉱を記録する会（会長） 

大 塚  義 雄 男 宇部市ふるさとコンパニオンの会（広報部） 

真 宅  裕 一 男 
一般社団法人 

宇部青年会議所（社会開発委員会） 

行政機関 

倉 重  圭 亮 男 宇部市教育委員会（学校教育課） 

福 岡  俊 昭 男 宇部市教育委員会学びの森くすのき・地域文化交流課 

市民 

平 井  貴 大 男 一般公募 

藤 川  修 三 男 一般公募 


